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静岡県富士・富士宮地区およびその周辺の活断層について

岩　橋　　　徹1・半　田　孝　司2

A study on active faultsin Fuji，Fujinomlya and their vicinity，

Shizuoka Prefecture，CentralJapan

ToruIwAHASHIland Takashi HANDA2

Abstract This districtislocated on the southwest of Mt．Fuji，the south part of the

Fossa Magna area．
The Agoyama active fault extends from northto south，between a hillnamed

Habuna and the skirt of Mt．F頑．Another active fault so－Called Ohmiya fault，runS
fromNWtoSE，betweenahillofHoshiyamaandtheMt．Fuji．TheFujikawaFaulttrend－
ingnorthtosouth，traVerSetheeastendofthelaterhill，eXtendstotheSurugaTrough・

Allthesefaults areconcealedwithvoIcanicash，SO thatthesefaultlines arenotac－

curatelyknown．Therefore，in order to discriminate these faults，linear features have
beendelineated，uSlngLandsatimagesand stereoairphotos．

Successively，γ－ray dose rates have been measured along thelines across these

faults toconfirmtheprecisepositionof the faults．γ－ray dose rates obtained on the

polntS Ofthesefaults seem to showratherhigherfigures than those of other points・

Key words：aCtive faults，Fujikawa Fault，Ohmiya Fault，Agoyama Fault，Agoyama－
higashiFault，linearfeature，γ－ray dosimetry．

要　旨　富士・富士宮地域はこれまで，津屋，沢村，小川をはじめ多くの研究者によって地質調
査が行われ，安居山断層，大宮断層等の存在が明らかにされ，山崎は入山瀬・芝川の両断層を加
え，これらがA級の活断層であると考えた．
他方，携帯用γ線測定装置の開発にともなって，同装置を用いて褐曲構造や活断層の調査，地

下の温泉脈探査を目的とする多くの調査研究が公表されるようになってきた．
この研究は，この地域の活断層が衛星画像および空中写真の中からlinear featureとして抽出

できるか，また，これらのA級活断層の正確な位置が携帯用γ線測定装置によって正確な位置が
検出できるかを検証することを目的として行った．

その結果，衛星画像から大宮断層は一部不明瞭なところがあるが，安居山断層，芝川断層は比
較的容易に抽出でき，他方，空中写真によれば地域内のすべての活断層が検出できることがわかっ
た．なお，安居山，大宮両活断層のγ線量率計測調査によれば，両断層線上でγ線量率が概ね高
い値を示した．

緒　　言

富士宮市の南西部に星山丘陵，同市の西部に，羽鮒
丘陵が横たわっている．津屋（1968）は富士火山体の
古富士泥流斜面と，羽鮒・星山両丘陵の古富士泥流面
との間に不連続があるため，両丘陵の西～北東斜面下

に断層を推定し，これを安居山，大宮，入山瀬各断層
とした．

また，恒石・塩坂（1978）は安政東海地震で変位を
生じた富士川活断層が入山瀬付近を通り北に延びると
した．
山崎（1979）この地域の活断層はいずれもA級の活
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断層であり，垂直成分に限れば日本でもっとも活動的
な断層であるとした．また，入山瀬，安居山，芝川な
どの逆断層は，伊豆内弧バーの先端がアジアプレート
に衝突したために，そのプレート境界の西縁で雁行状
の圧縮割れ目，すなわち逆断層，また，大宮断層はそ
の圧縮割れ目をつなぐように生じた引っ張り割れ目と
考え，すなわち，正断層とした．
筆者は，こりようなプレートの衝突による圧縮割れ

目はこれらのA級活断層にとどまらず，ほかに多くの
中小断層や亀裂を生じさせているはずと考えた．そこ
でこのことを検証するため，ランドサット画像および
空中写真から線状模様－いわゆるリニアメントを抽出
することにした．

1974年伊豆半島沖地震，1978年伊豆大島近海地震，
その他多くの地震の例が示すように，地震断層に沿う
幅数十メートルの地帯の家屋，その他の構造物がとく
に著しい被害を受けている．
そこで富士・富士宮一帯のA級活断層が，将来再活

動したときの被災地帯を明らかにするため，これらの
活断層のより正確な位置を捉える必要がある．このた
めγ線測定装置を用いて計測調査を行った．
活断層とこれを横切る測線上のγ線量率との関係に

ついて，なおいくつかの解決しなければならない問題
があるが，ここでは，その活動の程度の一端を検証す
るため，なるべく多くの測線を設け，また，測線上の
測点の間隔を縮め，これらの測点のγ線量率を測定し
たミ

なお，静岡大学教養部地学教室ならびに同大学理学
部地球科学教室にご在籍中，長年に亙り教室および野
外において，公私に亙り終始ご指導ご鞭接を頂いた故
鮫島輝彦先生にこの拙著論文を捧げたい．

また，常葉学園短期大学学長木宮一邦博士，静岡大
学理学部地球科学教室の和田秀樹助教授，同大学教養
部の里村幹夫助教授には，この研究について貴重なご
助言を頂いた．叢に記して厚く感謝の意を表する．

これまでの研究

1．地質と地質構造について
津屋（1940）は前述のように，富士火山およびその

周辺の地質について詳細な調査研究を行い，富士山麓
の南西部の断層を安居山断層，大宮断層，入山瀬断層
と命名している．
これらの断層は，古富士と新富士の両火山活動期の

間の活動休止時期に変位を起こし，その垂直変位量は
250mに達するものと推定している．　また，　津屋
（1970）は縮尺5万分の一の富士火山地質図を公刊して
いる．

沢村（1955）は，7万5千分の1「沼津図幅」および
同説明書の中で，本地域全般の地質区分，分布および
地質構造について明らかにしている．
小川（1965）は，とくに羽鮒丘陵と星山丘陵地区に

おいて，岩淵安山岩類，鷺の田礫層，別所礫層等の分
布，大宮推定断層の位置について，津屋（1968）および
沢村（1955）のそれと若干の異なった見解を示している
ようである．なお，安居山断層を推定断層としている．
鈴木（1968）は火山テクトニックスの見地から，上

記の各断層は富士火山の本体の重さによって地殻が陥
没し，正断層を生じたと解釈している．

羽田野・一色（1977）は，駿河トラフの一部を構成
する活断層が延び，富士山南西麓に発達する断層群も，
これに連続する非火山性の断層と考えている．　恒石・
塩坂（1978）は，安政東海地震時に，調査地域外の蒲
原丘陵の東側の沖積地を北北東一南南西に走り，入山
瀬付近では星山丘陵の南東部を切る富士川断層の存在
を，地表の微地形の変化（ずれ）および地震山等から
その存在を提唱している．さらに，この断層の延長は
駿河トラフに続くとしている．

山崎（1979）は，火山性の断層と広域にわたる地殻
変動を反映する断層とでは，その活動様式に大きな違
いがあることが予想され，したがって，断層群の運動
様式，活動史等を調査することが断層の成因の研究に
とって有効であると述べている．

すなわち，前者では運動様式は正断層で，その活動
時期もかなり限定されるが，後者は逆断層が期待され，
かなり長期にわたる活動の歴史をもち，変位の累積性
も認められるとしている．そして，大宮断層について
は，星山丘陵の北東端を，大中里から入山瀬までの断
層と再定義している．

さらに，富士山麓に対して，星山丘陵が隆起してい
るとし，その変位量は山本付近で80m，黒田付近で
50～80m，野中付近で40～50m，その運動の形態は正
断層であるとしている．
なお，鈴木（1968）がこれらの断層を火山性の地殻

陥没による正断層としたのに対し，山崎（1979）は富
士山の薩立以前から活動していた地殻の傾動運動によ
るものとしている．
また，安居山断層については，山崎（1979）は羽鮒丘

陵の東縁を限る断層であると再定義し，運動の形態は
逆断層としている．そして，羽鮒丘陵の上の平坦面と，
潤井川沖積面との比高は，大中里付近で160m　に達す
ることから，安居山断層の変位量は大中里付近で160m
以上としている．また，羽鮒丘陵は全体的に隆起し，
かつ西に傾動したものと考えている．

2．活断層とγ線量について
Ambronn（1921）は，断層を横切るとき断層を覆う

土壌試料の放射能が著しく増加することを発見し，放
射能探査法が断層発見に利用できると考えた．以来，
内外の多くの研究者により岩石や土壌，断層を横切る
測線の放射能の測定研究が行われてきた．

日本における断層線のγ線量計測研究は，次のよう
な研究がある．Hatuda（1953，1954）は新しく開発し
た放射能探査法と原理について述べ，さらに兵庫県の
六甲断層，菊水山断層，京都市修学院の東西性の断層
の例など，野外における応用例を示し，一般に被覆さ
れた断層の位置を求めるには，この方法を用いれば有
効であると記述している．

貞広・見野（1980）は京都盆地南部の黄葉断層，兵
庫県の山崎断層，京都東部の花折断層および岐阜県の
梅原，根尾谷の両地震断層をそれぞれ横切る測線上の
測点でγ線量を計測した結果，予想断層線直上近くの
測点で高い値（ピーク）を認めている．
西田ほか（1982）は，活断層付近でのγ線量の時間

的変化，地震・気象等との関連を求めるため，1943年
鳥取地震の際に生じた鹿野・吉岡の両地震断層上およ
び震央付近に測点を設置し，γ線量の測定を繰り返し
ている．その結果，γ線量と気圧との関係はやや負の
相関が強く，雨量との関係は不詳であるという∴また，
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Fig．1A summitlevel map around Fujinomlya．
図1富士宮およびその周辺の接峰面図．

断層上でγ線量がやや高い値を示す傾向を認めている．
しかし，γ線量の時間変化は季節変化の有無などを含

めて，今後の観測にまたねばならないとしている．

遠山ほか（1984）は，周囲から入射するノイズを軽
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訳・主題雲晋諒蒜晶蒜競忘？jinomiya・ModifiedafterIwahashi（1991）・

減するため，計測地点の地面になるべく小口径で，深
さ20～30cmの穴を掘り，この穴にセンサーを挿入し
てγ線量率の計測を行なっている．

また，伊豆半島の姫の湯活断層および大野活断層に
おけるγ線量あ測定の結果，活断層線付近にγ線量の
高異常帯をとらえている．

岩橋・遠藤（1990）は，丹那盆地を横切る丹那地震
断層について，これを横断する4測線のうち3測線に
ついて10m間隔で8測点を設け，他の1測線について
は1m間隔で13測点を設け，それぞれの測点のγ線量率
を測定した．その結果，4測線とも同断層線付近でγ

線量率の比較的高い値を得ることができた．
また，上記1測線13測点について1時間毎に25回

（1昼夜）γ線量率を測定し，各測点において日没時お
よび日の出時にγ線量率が低下する傾向を認めた．
岩橋・大村（1990）は，大野断層を横断するように

2m間隔で7測線を設け，各測線上に2m間隔で13測点
を設置し，γ線量を反復計測を行い，上記のような日
没・日の出におけるγ線量率の低下の傾向と，γ線量
の面的分布を求めた．

また，γ線測定器と気温との関係については，気温
が3．5℃まで低下しても測定値に影響がないことを明ら
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かにした．

地域の地形・地質

1．地　形：調査地域の北東部に富士火山の裾野が広
がり，その傾斜は平均1．50　程度で，極めて綬傾斜に
なっている．地域西部の羽鮒丘陵・南部の星山丘陵と
富士山の裾野との間に沖積地が発達し，その中を潤井
川が南東に流下している．
北西一南東に連なる低平な星山丘陵上に広く平坦面

が発達し，北東方へ緩やかに傾斜している．星山丘陵
は北北東一南南西ないし南北方向に流れる富士川の支
渓によって開析され，分断されている．

南北に連なる羽鮒丘陵は星山丘陵ほど開析されてい
ない．平坦面は丘陵の北部および中部で5～100　の角
度で西へ緩やかに傾斜している．（Fig．1）．
2．地、質：本地域はいわゆるフォッサマグナ帯の南部
に位置する．芝川断層（地域の西端）以西に中新世末
期～鮮新世初期に堆積した礫岩優勢の浜石岳層群が分
布している．

一方，同断層以東に第四紀洪積世前期と考えられる
別所礫層，岩淵火山岩類，鷺の田礫層のほか，洪積世
後期の古富士火山噴出物および完新世の新富士火山噴
出物などが広く分布している（Fig．2）．
富士川の南西側のに岩淵丘陵上に洪積世の鷺の田礫

層（砂礫層）が分布している．
別所礫層は羽鮒丘陵の南東縁，別所付近の砂利採取

場に模式的に露出し（津屋，1940），このほか，大中里，
安居山，森山等の付近に，古富士火山泥流で覆われて
分布し，地域外の蒲原町に分布する洪積世前期の蒲原
礫層に対比することができる．

岩淵火山岩類は羽鮒丘陵の南部の稜線沿い，および
星山丘陵南縁の明星山付近，富士市岩本一帯，および
富士川右岸に分布し，主に玄武岩質安山岩の火山角礫
岩からなっている．この火山岩類は地域外の由比町に
おいて，下位の蒲原礫層を覆い，鷺の田礫層により不
整合に覆われている。

鷺の田礫層は域外の富士川町鷺の田付近において標
式的に露出し，蒲原丘陵の西北部に広く堆積している．
富士川町北部の北松野付近では，比較的よく円摩され
た直径10cm内外の円礫を主とする礫層で，構成礫は硬
質砂岩，チャート，粘板岩，閃緑岩，および輝石安山
岩等である．この層は洪積世中期頃に堆積した湖成層
といわれている．
森山玄武岩は芝川左岸側に独立丘として突出し，鮮

新世末～洪積世前期の噴出岩とされている．
古富士火山泥流は羽鮒，星山両丘陵に広く分布する

ほか，富士山南西山麓に分布している．
町田・森山（1968）は星山丘陵に分布する古富士泥

流の直上に，箱根火山から約5万年前に噴出した箱根
新期軽石流堆積物を発見し，この泥流の形成時期をお
よそ5万年前と考えている．一般にほとんど無層理の
不均質堆積物で，別所礫層および岩淵火山岩類を不整
合に覆い，新期の富士火山灰によって覆われている．

富士火山旧期玄武岩溶岩類に属する大淵溶岩流は富
士火山の南西部におけるもっとも古い溶岩である．富
士宮溶岩流は富士宮浅間神社付近など，富士宮市街の
北東に広い帯状に分布している．この溶岩流は大宮断
層により切られ，断層の南側が相対的に約50m上昇し

191

ている．

万野風穴溶岩流は富士宮市宮原付近に露出し，その
南延長は外神溶岩流および沖積層に覆われている．こ
の溶岩は大宮，安居山両断層の南西側で沖積面より高
い羽鮒丘陵の東斜面に露出している．
入山瀬溶岩流は富士宮市入山瀬付近に，芝川溶岩流

Ⅰは芝川および富士川沿いの両岸，富士宮市沼久保付
近，富士川町北松野・中野付近に分布する溶岩流であ
る．

北上（外神）溶岩流Ⅱは渋沢付近で沖積層によって
覆われ，西富士宮駅の西方で再び地表に現れる．この
溶岩流は大中里第二水源のボーリング資料によれば，
海抜約128m，大宮断層の南側の安居山付近で約170m
の高さのところで確認されている．したがって，同断
層の落差はおよそ40mと算定される．
本溶岩流は，さらに南方の水沼，沼久保を経て富士

川に流入し，その露頭が同河川の両岸にみられる．
段丘砂礫層は空中写真立体視により，少なくとも3

段以上の河岸段丘面が識別される．本層は砂礫層，砂
礫泥土層などで構成されている．

富士火山新期火山灰層は富士火山の噴火活動にとも
なって放出され堆積したもので，黒色のスコリヤと火
山灰からなり，本地域を広く覆っている．
崖錐および扇状地堆積物はそれぞれ羽鮒丘陵の東側

の急斜面下および同丘陵を開析する渓流の出口に発達
している．

ランドサット画像解析

断層や破砕を受けたところでは，一般に岩石の風化・
侵食がすすみ，直線またはゆるやかな曲線状の谷地形
が発達することが多い（岩橋1991）．

そこで人工衛星画像を用い，このようなlinear fea－
ture（線状凹地形）を抽出した．

1．使用画像
次の2枚の画像を用い，linear feature　を抽出した．
1）1982年10月13日収録のLANDSAT4号，
ID No．E－40089－00500，宇宙開発事業団　地球観
測センター受信，Laser Beam Recorder使用，
MSSinfrared false colourimage（1983年1月21
日同センター作成）．

2）1984年8月7日，Landsat5号，ID No．E－50159－
00515，宇宙開発事業団地球観測センター受信，
TMinfrared false colourimage（1984年10月18
日同センター作成）．

2．Linear featureの抽出
縮尺100万分の1の上記の両画像からIinear featureを

直接，抽出・描出することが困難なため，同画像を拡
大し，50万分の1縮尺の黒白コピ」を作成し，補助的に
使用した．抽出したlinear featureは　原画像を参照
しながら5万分の1地形図に移しとった（Fig．3）．
大局的にみると，北東一南西方向の1inear feature

が優勢であり，これに次いで北北西一南南東方向のも
のが顕著である．
両画像中もっとも明瞭なlinear featureは，芝川沿い

に走るもので，芝川断層と概ね一致している．これに
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Fig・3　A map showslinear features around Fujinomlya，eXtraCted from Landsatimages and from natural
COlour aerophotographs．

図3　富士宮およびその周辺のランドサット画像およびカラー空中写真より抽出した線状模様．

次ぎ富士宮市黒田一富士川町中野の線，および野中一
北松野の線が認められる．この両線は潤井川に沿う沖
積地のところで中断しているが，この両線の北東延長

線上に同じように並走し，村山に達する比較的明瞭な
一対のlinear featureが認められる．

このほか，北東一南西方向のlinear featureとして



静岡県富士・富士宮地区およびその周辺の活断層について

芝川町上垣戸から万野風穴に延びる線，および富士宮
市青木字中村付近の線が認められる．

また，羽鮒丘陵の東縁を走り，別所付近でJR身延線
に沿って水沼に至る南北線も明瞭である。この線は前
述の安居山断層にほぼ一致している．

空中写真解析

1．使用空中写真
下記の63枚の密着・カラー空中写真を使用した．

建設省国土地理院国土基本図：1976年撮影
C CB76－19C3A No．4～9，C3B No．3～　5，

c cB76－19C4A No．4～12，C5No．5～15，

c cB76－19C6A No．4～12，C6B No．4～15，

c cB76－19C7　No．5～15．

建設省国土地理院国土基本図：1975年撮影
C CB76－31C13No．9～15，C3No．15～19．

2．Linear featureの抽出
カラー空中写真を空中写真実体鏡で立体視し，linear

featureを抽出した．得られたlinear featureは，縮
尺2万5千分の1の地形図「天母山」，「入山瀬」，「上井
出」，「富士宮」に移しとった（Fig・3）・
丘陵斜面の裾に沿って認められるlinear featureと

して，芝川および潤井川に沿うものが顕著である・芝
川沿いのものは芝川断層であり，潤井川沿いのものは
安居山断層および大宮断層に相当する線である・

このほか星山放水路の谷を通る線，富士宮市田尻貯
水池の南縁の線，富士宮市宮原一芝川町上垣戸の線，
野中一沼久保の線などが抽出された．このうち，芝川
断層の線はランドサット画像の方が明瞭に表現されて
いる．
以上の主要なlinear featureのほか，多くの北東一

南西方向，および北北西一南南東方向の1inear feature
が抽出された．これらは，恐らく洪積世後期の構造運
動によって生じた，互いに共役の活断層やこれに伴う
小断裂ではないかと考えられる．

なお，空中写真の立体視によって，古富士泥流の上
面の平坦面ないし小起伏面の傾動と弱い招曲を認めた・

すなわち，羽鮒丘陵は全体的におよそ南北走向で，
平均約4．50　の角度で西へ緩やかに傾斜している・‾
方，同丘陵の平坦面は，安居山断層に近づくにつれて
水平になり，さらに束へ行くに連れて東傾斜に移り変
わっている．つまり，同断層に沿って南北方向の背斜
軸の存在が認められる．

星山丘陵上に発達する平坦面～小起伏面も，大宮断
層から南西側に750～800m隔たり，摺曲軸の存在が
考えられ、軸をはさんで丘陵面が双方に傾斜している・

ガンマ線計測の結果

1．ガンマ線計測の原理
断層地帯でγ線量が高い値を示すのは，ラドン，ト

ロン系列の放射性元素が地殻の深部に存在する放射性
元素を含有する岩石から放軋され，断層や亀裂，破砕
帯を通って上昇し，ある深さのところで集積するため
と考えられている．
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Fig・4Indexmapshowing thelocation oflines and
their numbers，On Which gamma－ray dose rates have
been measured．Ohl through　Oh14，Agl through
Ag5，and AelthroughAe3are respectivelyrelated
to ohmiya，Agoyama，and Agoyama－eaSt aCtive
raults．

図4　γ線量率測定を実施した測線の配置と測線番号・

2．測定装置と測定方法
（1）測定装置：この調査には，Aloka社製γ線用

シンチレーション・サーベイメータTCS－121Cを使用し
た．

（2）測定方法：周辺からのノイズを最小限に抑える
ため，概ね，遠山・檀原（1984）のγ線測定法に従い，
測点の地面に，なるべく小口径，深さ25～30cmの穴を
掘り，サーベイメータの円筒形センサー部（プローブ）
を挿入して穴を埋め戻し，プローブのまわりの土を軽
く固めた．
γ線量の読みとりは，およそ2秒間隔で60回行い，こ

れを逐次，専用の記録紙に記入し，60回の平均値およ
び測定値の標準偏差倍を求めた．

このほか，測定条件を揃えるため，サーベイメータ
の電源をいれるたびに，標準Ra線源をセンサーに当て，
指針が定められた値を示すよう微調整を行った・

また，日没と同時に測定値が大きく変わるため（遠
山ほか1984，岩橋・遠藤1990）測定は日没前に終了
させた．
（3）活断層の選択と測線の配置について：γ線計測

の対象としてA級の活断層とされている富士川断層，
大宮断層，安居山断層のほか安居山東断層（仮称）を
選んだ．

また，これらの活断層の正確な地理的位置を把握す
るため，なるべく多くの測線を配置し（Fig・4），また，測
線がなるべく活断層線を直角に横断するよう配慮した・

（4）測点の位置について：地上で計測されるγ線に
は，宇宙から飛来するγ線および伏在または露出する
天然の岩石・土壌起原の自然環境γ線のほか，河川礫・
砕石・砂等を骨材とするコンクリート製構造物（電柱，
擁壁，護岸，側溝，建築物の基礎等），アスファルト舗
装道路，砂利道等および人工放射性物質から（Ra，Co
等の線源）放出されるものが挙げられる・

したがって，測点の位置の選定の際，このような人


